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日 本建築学会 大会 学術鵬演梗 概集

（関　　東，　　1993　 年　9　月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正 会員　O 　小野木貴宏
’

外 装 タ イ ル の 剥 離 防 止 に 関 す る 解 析 的 研 究 　 　 　 　 同 　 　 平 居孝之
”

そ の 2 　 乾 燥 収 縮 き れ つ 発 生 後 の 温 度 応 力 と 変 形 　 同　 　 網本浩 二
’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　林俊宏
’V ■

　 1　 序

　下地 モ ル タル や張付 モ ル タ ル に乾燥収縮　　60

で き れ つ が発生 し た 状態 で 、 タイ ル 張付面　　50
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40
に 生 じ る 温度応力 と変形 を調 べ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 30

　2　解析モ デル 　　　　　　　　　　　　 20

　長辺方向に 裏足の あ る二丁掛 タイ ル をそ　　10

の 1の 図 2 に示し た よ うに コ ン ク リ
ー F壁　　O

、

体 に 張 り付 けた 場合 に つ い て 、 そ の 1 の 図　　　　 コ ン ク リ ー ト 壁 体

3 の 長辺方向 に 裏足 の あ る タ イ ル の 場合 と

同 じ有限要素 モ デ ル を設定し た 。 温度変化　　　　　　　　　　 図 1　温度分布

は図 1の よ うに 20 ℃ の初期温度から 、 室

内側 が 30 ℃ で 室外側 が 60 ℃ に 上昇 し た

場合 と、室 内側 が 10 ℃ で 室外側が 0 ℃ に

低 下 した場合 を想定し た 。

　 コ ン ク リ
ー

トの 壁体 は乾燥収縮で 縮む が 、

鉄筋 の 拘束や 、 き れ つ 発生 、 ク リープ 、
コ

ン ク リ
ー

ト打設か ら タ イ ル 張付施工 まで の

経過 日数 などがその 縮 み 量 に 影響す る。こ

繍 さll；轡鑼犠鶴禹
』

一
一

束され ず に 収縮 した場合 の 縮 み 量を δ s と

し て 、 δ ヨ 、 1／2δ ヨ 、 0 の 3種類 で与え た 。

応力緩和に よ る乾燥収縮応力 の 低下 は考慮
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コ ン ク リ ート 壁 体 の 自 由 収 縮 量

上 下 面 の 境 界 条 件 二 6s の 変 位 を 与 え る 　 　 1 ／ 2 δ s の 　 Q の 変 位

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 変 位 を 与 え る 　を 与 え る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 地 モ ル タ ル

図 2　乾燥収縮によるきれ つ 発生位置 （温度変化 な し ）

し て い な い 。 温度変化 よ る コ ン ク リート壁体の 伸縮

量 は 、 そ の ままの 値 で 与え た。表 1 は こ の ように 設

定 した 9種類 の モ デ ル で あ る。 材料の 物性 と数値計

算方法はその 1 と同じ で あ る。

　 3 　 変形 と応 力

　図 2 は 、 そ の 1 に説明し た きれ つ 発生 の 条件 と同

じ 条件 で 、 下地 モ ル タル と張付 モ ル タ ル に 乾燥収縮

で 生 じ た きれ つ 位置で あ る 。 図 2 の よ うな きれ つ が

発 生 した 状態 で 、 図 1の 温度上昇と低下が起 きた と

きの 変形は図 3 の よ うに な り、 接合面に 生 じ る 応力

　 は 図 4 の よ う に な る 。

表 1　 解析 モ デ ル の 種類

境界 条 件 （注） 要 因

δ ＄

1／2δ s 乾燥収縮 が 生 じ、温 度 変 化 な し。
0

δs 十 δ亀

1／2δ＄ ＋ δt 乾燥収縮が 生 じ、温 度 上 昇。
δt

δs
一δt

1／2δs
一δ t 乾燥収縮 が 生 じ、温度下 降。

一
δ t

（注 ）モ デル 上 下 面 に与 え る変 位量

　 　 δs は、コ ン ク リート壁 体 の 乾 燥 収 縮 に よ る 縮 み。

　　 ＋ δ t と一δ， は、温 度応力 に よ る壁体 の 伸 び と縮 み 。
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　 4 　考察 と結論

　 コ ン ク リ
ー

トの 乾燥収縮 に よ り生 じ る コ ン ク リ
ー

ト壁体 の 縮 み 量 を どの よ う に 設定す る か で 、 図 2 〜図 4 の

よ うに 下地 モ ル タ ル と張付 モ ル タ ル に発生す るきれ つ や応力 は異なる。 タ イ ル 剿離 を検討す るに は 、 実際の コ

ン ク リー
ト壁体 の 縮 み 量を明かに して お くこ とが必要 で あ る。

　 きれつ 幅 が 小 さい の で 図 3 に は 表示 で きて い な い が 、い ず れ の モ デ ル に お い て も 乾燥収縮 で 生 じ た きれ つ は、

温度が上昇 した場合もまた低下 した場合 も閉 じな   、。

　図 4に 示 した ように 、 温度上昇と低下 で 接合面 に 生 じる応力度 は変動 して お り、 こ の 変動が繰 り返す こ とに

な る。 応力度 の 値が大 きい もの や 、 また応力度 の 正負が交番 に 変動 し て い る もの は 、 タ イ ル の 剿離 を起 こ す要

因 に な る と考 え ら れ る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 δ s ： コ ン ク リ

ー ト 壁 体 の 自 由 収 縮 量

δ s ： コ ン ク リ ー ト 壁 体 の 自由 収 縮 量
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図 3　温度上 昇 と 低下 に よ る変形
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図 4　温 度 上 昇 と低下 の よ り コ ン ク リー ト壁体 と下地

　 　 モ ル タル の 接合面 に生 じ る面 に 垂直 な方向 の

　　 垂直応力度 と面 に 平行 な 方向 の せ ん 断応力度
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